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【手続補正書】
【提出日】平成25年4月8日(2013.4.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フィナフロキサシンまたはその医薬的に許容できる塩を含む医薬的に許容できる局所的
組成物であって、該組成物は眼、耳または鼻の感染症の処置に好適である、組成物。
【請求項２】
　フィナフロキサシンまたはその医薬的に許容できる塩を０．１ｗ／ｖ％から１．０ｗ／
ｖ％の濃度で含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　フィナフロキサシンまたはその医薬的に許容できる塩を０．１ｗ／ｖ％から０．５ｗ／
ｖ％の濃度で含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項４】
　フィナフロキサシンまたはその医薬的に許容できる塩を０．３ｗ／ｖ％から０．４ｗ／
ｖ％の濃度で含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項５】
　前記組成物は５．０から７．５のｐＨを有する、請求項１に記載の組成物。
【請求項６】
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　前記組成物は５．０から６．０のｐＨを有する、請求項１に記載の組成物。
【請求項７】
　抗炎症剤をさらに含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項８】
　眼、耳または鼻の感染症を処置するための組成物であって、
　フィナフロキサシンまたはその医薬的に許容できる塩を含む、組成物。
【請求項９】
　前記感染症は鼻の感染症である、請求項８に記載の組成物。
【請求項１０】
　前記感染症は急性外耳炎または中耳腔換気用チューブを伴う急性中耳炎である、請求項
８に記載の組成物。
【請求項１１】
　前記組成物は、フィナフロキサシンまたはその医薬的に許容できる塩を０．１ｗ／ｖ％
から１．０ｗ／ｖ％の濃度で含む、請求項８に記載の組成物。
【請求項１２】
　前記組成物は、フィナフロキサシンまたはその医薬的に許容できる塩を０．１ｗ／ｖ％
から０．５ｗ／ｖ％の濃度で含む、請求項８に記載の組成物。
【請求項１３】
　前記組成物は、フィナフロキサシンまたはその医薬的に許容できる塩を０．３ｗ／ｖ％
から０．４ｗ／ｖ％の濃度で含む、請求項８に記載の組成物。
【請求項１４】
　前記組成物は５．０から７．５のｐＨを有する、請求項８に記載の組成物。
【請求項１５】
　前記組成物は５．０から６．０のｐＨを有する、請求項８に記載の組成物。
【請求項１６】
　前記組成物は抗炎症剤をさらに含む、請求項８に記載の組成物。
【請求項１７】
　急性外耳炎または中耳腔換気用チューブを伴う急性中耳炎を処置するための局所的耳用
組成物であって、該組成物は、フィナフロキサシンまたはその医薬的に許容できる塩を含
み、該組成物は、被験体の外耳道に注入されることを特徴とする、組成物。
【請求項１８】
　前記組成物は、０．３ｗ／ｖ％から０．４ｗ／ｖ％のフィナフロキサシン濃度および５
．０から６．０のｐＨを有する、請求項１７に記載の組成物。
【請求項１９】
　前記組成物は０．３ｗ／ｖ％から１．０ｗ／ｖ％の濃度の塩化マグネシウムをさらに含
む、請求項１８に記載の組成物。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　以下の説明を添付の図面の図と組み合わせて参照することによって、本発明およびその
利点のより完全な理解が得られ得る。図面において、類似の参照番号は類似の特徴を示す
。
　例えば、本発明は以下の項目を提供する。
（項目１）
　フィナフロキサシンを含む医薬的に許容できる局所的組成物であって、該組成物は眼、
耳または鼻の感染症の処置に好適である、組成物。
（項目２）
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　フィナフロキサシンまたはその医薬的に許容できる塩を０．１ｗ／ｖ％から１．０ｗ／
ｖ％の濃度で含む、項目１に記載の組成物。
（項目３）
　フィナフロキサシンまたはその医薬的に許容できる塩を０．１ｗ／ｖ％から０．５ｗ／
ｖ％の濃度で含む、項目１に記載の組成物。
（項目４）
　フィナフロキサシンまたはその医薬的に許容できる塩を０．３ｗ／ｖ％から０．４ｗ／
ｖ％の濃度で含む、項目１に記載の組成物。
（項目５）
　前記組成物は５．０から７．５のｐＨを有する、項目１に記載の組成物。
（項目６）
　前記組成物は５．０から６．０のｐＨを有する、項目１に記載の組成物。
（項目７）
　抗炎症剤をさらに含む、項目１に記載の組成物。
（項目８）
　眼、耳または鼻の感染症を処置するための方法であって、
　フィナフロキサシンを含む組成物の医薬的に有効な量によって該感染症を処置するステ
ップを含む、方法。
（項目９）
　前記感染症は鼻の感染症である、項目８に記載の方法。
（項目１０）
　前記感染症は急性外耳炎または中耳腔換気用チューブを伴う急性中耳炎である、項目８
に記載の方法。
（項目１１）
　前記組成物は、フィナフロキサシンまたはその医薬的に許容できる塩を０．１ｗ／ｖ％
から１．０ｗ／ｖ％の濃度で含む、項目８に記載の方法。
（項目１２）
　前記組成物は、フィナフロキサシンまたはその医薬的に許容できる塩を０．１ｗ／ｖ％
から０．５ｗ／ｖ％の濃度で含む、項目８に記載の方法。
（項目１３）
　前記組成物は、フィナフロキサシンまたはその医薬的に許容できる塩を０．３ｗ／ｖ％
から０．４ｗ／ｖ％の濃度で含む、項目８に記載の方法。
（項目１４）
　前記組成物は５．０から７．５のｐＨを有する、項目８に記載の方法。
（項目１５）
　前記組成物は５．０から６．０のｐＨを有する、項目８に記載の方法。
（項目１６）
　前記組成物は抗炎症剤をさらに含む、項目８に記載の方法。
（項目１７）
　急性外耳炎または中耳腔換気用チューブを伴う急性中耳炎を処置するための方法であっ
て、該方法は、
　フィナフロキサシンを含む局所的耳用組成物を被験体の外耳道に注入するステップを含
む、方法。
（項目１８）
　前記組成物は、０．３ｗ／ｖ％から０．４ｗ／ｖ％のフィナフロキサシン濃度および５
．０から６．０のｐＨを有する、項目１７に記載の方法。
（項目１９）
　前記組成物は０．３ｗ／ｖ％から１．０ｗ／ｖ％の濃度の塩化マグネシウムをさらに含
む、項目１８に記載の方法。
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